
新学習指導要領に対応し
た高校入試

2010年度入試（2010年１～
２月実施）について、先行実施
の領域は出題範囲に含まれる

2011年度入試（2011年１～
２月実施）について、先行実施
の領域は出題範囲に含まれる

中高一貫校から見る
中高接続の重要性と課題

―　新課程を契機とした指導の模索　―

中学校の新学習指導要領では、数学や理科など多くの教科で学習内容が増え、
授業時数も１年間で３５時間、３年間で１０５時間増える。
新課程の指導を受けてきた生徒を受け入れる高校は、

どのような対応が必要なのか。中高一貫校の教師 2人に聞いた。

学校の根幹を見つめ、今の指導を次代の指導へとつなぐ 新課程への助走

図１ 中学校での新学習指導要領全面実施までの流れ
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全面実施

　

２
０
１
２
年
度
に
全
面
実
施
さ
れ
る

中
学
校
の
新
課
程
で
は
、
選
択
教
科
が

な
く
な
り
（
標
準
授
業
時
数
の
枠
外
で

開
設
可
能
）、「
総
合
的
な
学
習
の
時

間
」
の
時
数
も
減
る
が
、
多
く
の
教
科

で
は
指
導
内
容
と
授
業
時
数
が
共
に
増

え
る
。

　

授
業
時
数
が
増
え
る
教
科
は
、
国

語
、
社
会
、
数
学
、
理
科
、
保
健
体
育
、

外
国
語
で
、
１
〜
３
年
生
の
３
年
間
の

合
計
授
業
時
数
は
、
１
教
科
あ
た
り
35

〜
１
０
５
時
間
増
と
な
る
。

　

現
行
課
程
に
比
べ
、
各
学
年
と
も
週

当
た
り
１
コ
マ
増
と
な
る
計
算
だ
。

　

中
学
校
で
の
学
習
内
容
と
授
業
時
数

の
増
加
に
よ
り
、
高
校
入
学
段
階
で
の

学
力
の
底
上
げ
が
期
待
さ
れ
る
半
面
、

学
力
の
二
極
化
が
懸
念
さ
れ
る
。
ま

た
、
選
択
教
科
が
な
く
な
る
こ
と
に
よ

り
「
興
味
・
関
心
に
応
じ
た
学
習
機
会

の
減
少
」（
＊
１
）
に
よ
る
意
欲
の
低

下
を
指
摘
す
る
声
も
多
い
。

　

ま
ず
は
、
中
学
校
で
の
学
習
内
容
の

変
化
を
知
り
、
学
び
の
連
続
性
を
意
識

し
た
学
校
づ
く
り
が
求
め
ら
れ
る
。

中
学
校
の
学
習
指
導
要
領
の

改
訂
ポ
イ
ン
ト

考
え
ら
れ
る
高
校
へ
の
影
響
と

求
め
ら
れ
る
指
導

＊１　全日本中学校長会「新しい時代に求められる学校づくりの調査研究」（２００９年３月）によると、３６．１％の教師が「興味・関心に応
じた学習機会の減少」と捉えている。詳細は、『ＶＩＥＷ２１』高校版２０１０年２月号　特集「新課程を機に現行課程を振り返る」参照
http://benesse.jp/berd/center/open/kou/view21/2010/02/02toku_10.html 38September  2010



　

新
学
習
指
導
要
領
に
対
し
て
、
い
く

つ
か
期
待
し
て
い
る
点
が
あ
り
ま
す
。

　

一
つ
は
、
小
学
校
で
基
礎
学
力
と
学

習
に
向
か
う
姿
勢
を
身
に
付
け
た
生
徒

が
入
っ
て
き
て
く
れ
る
こ
と
で
す
。
現

行
の
学
習
指
導
要
領
が
施
行
さ
れ
た
頃

か
ら
、
入
学
し
て
く
る
生
徒
の
基
礎
学

力
と
学
び
に
向
か
う
姿
勢
が
気
に
な
り

始
め
ま
し
た
。
中
学
受
験
を
突
破
し
て

き
た
生
徒
で
は
あ
り
ま
す
が
、
時
に
驚

く
程
、
基
礎
的
な
知
識
が
抜
け
落
ち
て

い
る
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。

　

ま
た
当
時
は
「
ゆ
と
り
教
育
」
の
弊

害
が
叫
ば
れ
、
保
護
者
の
中
に
は
「
学

校
に
は
頼
れ
な
い
」
と
い
う
思
い
を
抱

く
方
も
出
て
き
た
時
期
で
し
た
。
保
護

者
が
学
校
教
育
を
軽
く
見
て
し
ま
う

と
、
当
然
、
子
ど
も
に
も
伝
わ
り
ま
す
。

「
勉
強
は
塾
や
家
庭
教
師
で
、
学
校
は

友
だ
ち
と
一
緒
に
過
ご
す
場
所
」
と
い

う
意
識
が
、
以
前
よ
り
も
子
ど
も
の
中

に
根
づ
い
て
し
ま
っ
て
い
る
よ
う
に
思

い
ま
す
。

　

小
学
校
で
授
業
と
し
っ
か
り
向
き

合
っ
て
こ
な
か
っ
た
子
ど
も
が
、
中
学

校
に
入
学
し
て
急
に
授
業
に
集
中
で
き

る
よ
う
に
は
な
り
ま
せ
ん
。
本
校
に
お

い
て
も
、
生
徒
が
授
業
を
大
事
に
し
て

い
な
い
と
い
う
雰
囲
気
が
感
じ
ら
れ
た

　

中
学
校
の
新
学
習
指
導
要
領
で
は
、

周
知
の
通
り
、
外
国
語
や
数
学
、
理
科

を
中
心
に
学
習
内
容
が
増
え
ま
す
。
一

般
の
中
学
校
で
は
、
学
力
の
底
上
げ
が

期
待
さ
れ
る
半
面
、
こ
れ
ま
で
以
上
に

成
績
上
位
層
と
成
績
下
位
層
の
二
極
化

が
進
む
可
能
性
が
あ
る
と
、
私
は
考
え

て
い
ま
す
。
中
高
一
貫
校
で
は
一
般
の

公
立
中
学
・
高
校
よ
り
も
生
徒
の
学
力

差
は
少
な
い
の
で
、
二
極
化
も
一
般
中

学
・
高
校
よ
り
は
そ
れ
ほ
ど
顕
著
で
は

な
い
と
思
い
ま
す
。
し
か
し
、
学
習
内

容
が
増
え
れ
ば
、
学
力
の
定
着
が
心
配

さ
れ
る
生
徒
が
増
え
る
の
で
は
な
い
か

と
懸
念
さ
れ
ま
す
。
本
校
教
師
の
間
で

も
学
力
の
定
着
を
い
か
に
図
る
か
と
い

う
声
が
聞
か
れ
ま
す
。

　

特
に
公
立
の
中
高
一
貫
校
で
は
、
一

般
の
中
学
校
に
比
べ
て
、
学
力
定
着
の

た
め
に
宿
題
の
量
が
多
い
よ
う
で
す
。

本
校
の
中
学
校
で
も
、
岡
山
操
山
高
校

に
進
学
す
る
の
に
十
分
な
基
礎
基
本
や

よ
り
発
展
的
な
学
力
定
着
の
た
め
に
、

宿
題
の
量
は
多
め
で
す
。
こ
れ
か
ら
学

習
内
容
が
増
え
れ
ば
、
単
純
に
量
の
問

題
だ
け
に
せ
ず
に
、
宿
題
の
内
容
も
工

夫
せ
ざ
る
を
得
な
く
な
る
で
し
ょ
う
。

　

高
校
現
場
に
立
つ
身
と
し
て
は
、
中

学
校
で
の
学
習
内
容
の
増
加
を
生
か
せ

中
高
一
貫
校
に
お
け
る
新
課
程
の
課
題
と
期
待
は
何
か

■
公
立
併
設
型
中
高
一
貫
校

■
私
立
併
設
型
中
高
一
貫
校

新
課
程
は
「
公
教
育
の
使
命
」
を

問
い
直
す
契
機

学
校
教
育
に
対
す
る
信
頼
感
を

取
り
戻
す
機
会
に

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

岡
山
県
立
岡
山
操
山
中
学
校
・
高
校

主
幹
教
諭

三
浦
隆
志

M
iu

ra T
ak

ash
i

佐
久
長
聖
中
学
・
高
校

中
学
校
教
頭

岩
崎
和
彦

Iw
asak

i K
azu

h
ik

o

普
通
教
科
増
を
契
機
に

一
層
の
基
礎
基
本
の
定
着
を
図
る

小
学
校
段
階
か
ら
の

基
礎
学
力
育
成
に
期
待
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新課程への助走

時
期
が
あ
り
ま
し
た
。

　

本
校
で
は
、
学
校
の
授
業
が
基
本
で

あ
る
こ
と
を
、
入
学
前
オ
リ
エ
ン
テ
ー

シ
ョ
ン
の
段
階
か
ら
生
徒
に
意
識
づ
け

て
い
ま
す
。
新
課
程
と
な
り
授
業
時
数

が
増
え
る
こ
と
で
、
基
礎
学
力
が
定
着

し
、
学
校
に
対
す
る
保
護
者
の
学
習
面

で
の
期
待
が
高
ま
り
、
小
学
校
段
階
か

ら
授
業
で
学
び
に
向
か
う
姿
勢
を
培
う

こ
と
が
出
来
れ
ば
、
中
学
校
・
高
校
に

お
い
て
、
学
校
の
学
習
に
よ
り
前
向
き

に
取
り
組
め
る
生
徒
を
育
て
て
い
け
る

の
で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

新
課
程
で
も
う
一
つ
期
待
す
る
点

は
、
考
え
て
表
現
す
る
と
い
う
言
語
活

動
の
充
実
を
重
視
し
て
い
る
こ
と
で

す
。
き
ち
ん
と
人
の
話
を
聞
き
、
自
分

の
考
え
を
述
べ
ら
れ
る
生
徒
が
増
え
れ

ば
、
学
習
の
理
解
も
深
ま
り
、
授
業
や

ク
ラ
ス
活
動
も
活
発
に
な
る
で
し
ょ

う
。

　

私
は
、
現
行
課
程
に
な
っ
て
、
話
を

聞
く
力
が
弱
い
生
徒
が
増
え
た
と
感
じ

て
い
ま
し
た
。
例
え
ば
、
学
年
集
会
や

Ｈ
Ｒ
な
ど
で
、
教
師
が
そ
の
場
の
生
徒

全
員
に
対
し
て
話
し
た
こ
と
は
、
基
本

的
に
生
徒
一
人
ひ
と
り
に
聞
い
て
ほ
し

い
と
思
っ
て
話
し
て
い
る
こ
と
で
す
。

と
こ
ろ
が
、
７
、８
年
く
ら
い
前
か
ら
、

そ
れ
が
自
分
に
向
け
て
話
さ
れ
て
い
る

と
認
識
し
な
い
生
徒
が
増
え
た
よ
う
に

感
じ
ま
す
。
授
業
や
学
活
な
ど
で
教
師

が
話
し
た
こ
と
を
、
聞
き
直
し
に
く
る

生
徒
が
多
く
な
っ
た
と
、
一
時
、
本
校

で
問
題
に
な
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
私
の
考
え
で
す
が
、
塾
に
通

う
子
ど
も
が
増
え
た
こ
と
や
、
小
学
校

で
も
少
人
数
の
グ
ル
ー
プ
に
な
っ
て
授

業
を
受
け
る
機
会
が
多
く
な
っ
た
た

め
、
30
〜
35
人
の
集
団
に
対
し
て
言
わ

れ
た
こ
と
が
、
自
分
の
こ
と
で
あ
る
と

い
う
認
識
を
持
ち
に
く
く
な
っ
て
い
る

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

人
の
話
が
聞
け
な
い
と
い
う
こ
と

は
、
授
業
を
受
け
る
態
勢
が
出
来
て
い

な
い
こ
と
と
同
じ
で
あ
り
、
そ
れ
は
学

習
に
お
い
て
大
き
な
障
害
に
な
り
ま

す
。
本
校
で
は
こ
の
こ
と
を
重
要
な
課

題
と
捉
え
、
中
学
校
入
試
で
課
す
作
文

の
方
法
を
変
え
ま
し
た
。
従
来
の
作
文

は
課
題
に
対
し
て
４
０
０
字
で
記
述
す

る
形
で
し
た
が
、
話
が
聞
け
る
生
徒
に

る
よ
う
、
中
高
で
連
携
し
て
、
教
科
指

導
の
枠
組
み
を
考
え
る
必
要
が
あ
る
と

感
じ
て
い
ま
す
。
中
学
校
で
の
学
習
内

容
の
変
更
を
熟
知
し
な
け
れ
ば
、
高
校

に
入
学
し
た
生
徒
の
変
化
に
対
応
で
き

ま
せ
ん
。
新
課
程
に
よ
り
、
中
高
接
続

の
重
要
性
が
一
層
高
ま
る
で
し
ょ
う
。

　

更
に
生
徒
の
自
立
し
た
学
び
が
実
現

で
き
な
け
れ
ば
、
学
習
内
容
の
増
加
に

は
対
応
し
き
れ
ま
せ
ん
。
中
学
校
段
階

で
い
か
に
学
び
に
向
か
う
姿
勢
を
育
め

る
か
が
、
新
課
程
の
狙
い
を
実
現
す
る

上
で
大
き
な
鍵
に
な
る
と
思
い
ま
す
。

　

公
立
中
高
一
貫
校
の
本
校
に
と
っ
て

大
き
な
問
題
に
な
る
の
は
、
選
択
教
科

の
縮
小
（
＊
２
）
で
す
。
本
校
は
教
育

目
標
の
一
つ
に
、「
主
体
的
に
学
び
、

考
え
、
個
性
や
才
能
を
最
大
限
に
伸
ば

す
教
育
の
実
現
」
を
掲
げ
て
い
ま
す
。

そ
の
た
め
、「
レ
ク
チ
ャ
ー
」「
ク
リ
エ

イ
ト
」「
チ
ャ
レ
ン
ジ
」
と
い
う
独
自

の
選
択
教
科
と
学
校
独
自
教
科
の
「
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
」
を
設
け
、
そ
れ

が
特
色
の
一
つ
に
も
な
っ
て
い
ま
す
。

  

「
レ
ク
チ
ャ
ー
」
で
は
、
高
校
の
教

師
が
中
学
の
教
師
と
の
Ｔ
Ｔ
（
チ
ー

ム
・
テ
ィ
ー
チ
ン
グ
）
に
よ
り
、
教
科

書
を
離
れ
た
内
容
の
授
業
を
行
っ
て
い

ま
す
。
例
え
ば
、
私
の
担
当
教
科
の
社

会
で
は
、
裁
判
員
制
度
に
合
わ
せ
て
模

擬
裁
判
を
行
っ
た
り
、
選
挙
演
説
や
マ

ニ
フ
ェ
ス
ト
を
作
成
し
、
選
挙
活
動
を

疑
似
体
験
し
た
り
し
ま
し
た
。
高
校
か

ら
大
学
、
社
会
へ
と
つ
な
が
る
高
度
な

内
容
の
一
端
を
紹
介
す
る
こ
と
で
、
中

学
生
の
教
科
へ
の
関
心
と
、
高
校
で
の

学
び
へ
の
期
待
感
を
高
め
る
効
果
が
あ

り
ま
す
。
高
校
の
教
師
に
と
っ
て
も
、

中
学
生
か
ら
新
鮮
な
刺
激
が
得
ら
れ
る

と
共
に
、
中
学
生
の
実
態
を
把
握
す
る

良
い
機
会
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
「
ク
リ
エ
イ
ト
」
で
は
、
音
楽
や
体

育
な
ど
の
創
造
的
・
生
産
的
な
内
容
を

選
択
し
、「
チ
ャ
レ
ン
ジ
」
で
は
、
五

教
科
に
関
す
る
発
展
的
な
内
容
、
補
充

的
な
内
容
に
取
り
組
み
ま
す
。

  

学
校
独
自
教
科
の
「
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
」
は
、そ
の
名
の
通
り
、「
聞
く
・

話
す
・
書
く
」を
通
じ
て
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
能
力
を
育
成
す
る
教
科
で
す
。

デ
ィ
ベ
ー
ト
や
弁
論
の
仕
方
、
英
語
の

ス
ピ
ー
チ
、
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
用

選
択
教
科
の
縮
小
で

学
校
の
特
色
化
を
見
直
す

言
語
活
動
の
充
実
を
通
し
て

人
の
話
を
聞
く
力
を
身
に
付
け
る

＊２　選択教科は標準授業時数内ではなくなり、設ける場合は枠外での設定となる
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図2 岡山操山中学校・高校　中高接続の指導の工夫

図3 佐久長聖中学・高校　中高接続の指導の工夫

●基本教科の徹底

高
校

中
学
校

●個性や才能を伸ばすための選択教科・科目の開設

高
校

中
学
校

＊学校資料を基に編集部で作成

＊学校資料を基に編集部で作成

・進路希望に応じた科目選択
・進路希望の実現を目指す多くの学校設定科目
（数学概論Σなど）

・数学、英語、国語の一部で標準・速修の速度別授業
・数学、英語における少人数指導

●中学から高校への接続を円滑に行うための取り組み

・中高一貫教育推進室による教育活動の支援
・カリキュラム構想委員会を設けて中高で授業研究
・「集団作り」を意識した特別活動

・数学、英語での少人数指導とチーム・ティーチング
・高校の授業見学と学習ガイダンス

・「レクチャー」：国語、社会、数学、理科、英語から
選択（中高の教師による協同授業）
・「クリエイト」：国語（書写）、音楽、美術、保健体育、
技術・家庭から選択
・「チャレンジ」：国語、社会、数学、理科、英語から
　選択
・「コミュニケーション」：「聞く、話す、書く」などの
　指導を通じてコミュニケーション能力を育成

●中学から高校へつなげるために授業の中で重視していること

●中３と高１の接続を重視した指導

高
校
１
年

中
学
３
年

①中高の両方を教えた経験のある教師が、先を見通した指導を行う
②教師の話を聞くだけではなく、生徒が自ら考え、発言する授業の実施
③３分前着席で「ものと心の準備」をする
④家庭学習を、授業を効率的にするためのものと位置づける
　（「予習→授業→復習」のサイクルを確立させる）
⑤学習内容を削減せずに、基礎基本の定着を徹底する

・１、２年生はクラス替えをせず、３年生でクラス替えを
実施。中だるみを防ぎ、新たな仲間とクラス活動に臨
ませる
・２学期途中より習熟度別授業導入
・高校の教育課程に入る
・家庭学習を予習中心にシフト
・中学校での最高学年として自覚と責任を持たせる

・高校キャンパスへ移動し、入学進級式を実施。中だる
みを防ぐ
・外進生との交流などで、心の切磋琢磨をする力を養う
・生徒の幅広い学力に応じて完全習熟度別授業で伸ばす
・教科書・問題集の反復学習を重視
・大学進学を視野に入れた指導を実施、新たな目標に向
かわせる

入
学
し
て
ほ
し
い
と
い
う
メ
ッ
セ
ー
ジ

を
込
め
、
そ
れ
を
日
本
語
の
文
章
を
聞

い
て
、
要
約
や
解
答
を
す
る
問
題
に
変

え
ま
し
た
。
３
、４
分
程
度
の
放
送
を

流
し
、
そ
の
内
容
に
つ
い
て
問
う
こ
と

で
、
聞
く
態
度
、
聞
き
取
り
の
力
を
見

る
の
で
す
。

　

ま
た
、
本
校
で
は
入
学
す
る
と
最
低

１
年
間
は
寮
生
活
を
経
験
さ
せ
ま
す
。

自
分
の
こ
と
は
自
分
で
出
来
る
、
自
立

し
た
人
間
に
な
る
と
い
う
目
的
が
あ
り

ま
す
が
、
そ
れ
だ
け
で
は
な
く
「
人
間

関
係
力
」
と
も
い
え
る
力
が
付
く
こ
と

も
特
徴
で
す
。
人
に
言
わ
れ
た
こ
と
を

理
解
し
、
自
分
が
主
張
す
べ
き
こ
と
を

言
わ
な
け
れ
ば
、
良
好
な
日
常
生
活
は

送
れ
ま
せ
ん
。

　

新
課
程
か
ら
は
、
子
ど
も
の
学
力
や

生
き
る
力
を
高
め
た
い
と
い
う
メ
ッ

セ
ー
ジ
が
十
分
に
伝
わ
っ
て
き
ま
す
。

新
課
程
に
よ
っ
て
ど
の
程
度
、
子
ど
も

の
実
態
が
変
化
す
る
の
か
。
し
っ
か
り

把
握
し
、
指
導
を
見
直
す
と
共
に
、
学

校
教
育
に
対
す
る
生
徒
や
保
護
者
の
信

頼
を
取
り
戻
す
き
っ
か
け
に
な
る
こ
と

を
期
待
し
て
い
ま
す
。

ソ
フ
ト
の
使
い
方
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
作

成
だ
け
で
な
く
、
日
本
や
世
界
各
国
の

伝
統
や
文
化
、
社
会
問
題
等
の
学
習
を

通
じ
て
、
社
会
で
役
立
つ
力
の
習
得
を

目
指
し
て
い
ま
す
。

　

い
ず
れ
の
教
科
・
科
目
も
、
個
性
や

才
能
を
伸
ば
す
と
い
う
本
校
の
教
育
目

標
を
実
現
す
る
た
め
に
は
重
要
な
取
り

組
み
で
す
が
、
新
課
程
へ
の
移
行
を
契

機
に
見
直
す
必
要
が
出
て
く
る
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。
現
段
階
で
は
、
６
時
限
目

の
下
に
７
時
限
目
を
設
け
て
対
応
す
る

な
ど
の
方
法
を
検
討
し
て
い
ま
す
。

　

新
課
程
が
目
指
す
「
生
き
る
力
」
の

育
成
と
、
本
校
が
養
い
た
い
と
思
っ
て

い
る
「
社
会
人
と
し
て
の
基
礎
的
な

力
」
の
方
向
性
は
同
じ
で
す
。
新
課
程

を
公
教
育
の
使
命
を
問
い
直
す
機
会
と

捉
え
、
自
校
が
目
指
す
生
徒
像
を
再
形

成
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

  

公
教
育
で
は
社
会
を
担
う
人
材
を
育

成
す
べ
き
だ
と
、
私
は
思
い
ま
す
。
知

識
だ
け
に
と
ど
ま
ら
な
い
社
会
に
求
め

ら
れ
る
力
の
育
成
を
、
６
年
一
貫
の
グ

ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン
の
見
直
し
で
よ
り
一

層
、
深
化
で
き
る
と
考
え
て
い
ま
す
。
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